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｢話すこと｣の言語活動の指導はどうあったらよいか
長 江 宏
はじめに
このところ､communicationということが､英語教育の世界ではもちろんのこと､世間一
般で大変話題になっている｡それは､日本の地位がこれだけ国際社会の中で高 くなってくる
と､意志伝達能力を高めることが､時代の要求になってくるからである｡
英語教育では､臨教審や教課春の答申を受けて､コミニュケ-ション能力を育成すること
が､大きや 目標となっているわけで､後述する新学習指導要領では､中学校や高等学校で､
このことに重点を置いていることが分かる｡
国際社会では､communicationgapを埋めるということは､直接国の利害に結びつ くだけ
に､重要なことである｡外国語(英語)科で問題にしているのは､単に英語でcommunication
を図ろうということだけではなくて､国際理解の基礎を培うということにも重点を置いてい
る訳である｡
そこで､ここでは意志伝達能力､つまり ｢話すこと｣の言語活動を取り上げて､具体的な
言語活動のあり方を探ってみたい｡
1.なぜ ｢話すこと｣の言語活動が重視されるのか
国際化が進む中にあって､時代に生きる日本人を育成するために､これからの学校教育に
おいて､諸外国の人々の生活や文化を理解し尊重するとともに､我が国の文化と伝統を大切
にする態度を育成することを重視ていくことが､教育課程の基準の改善のねらいのひとつに
なっている｡
そのために､我が国の文化と伝統に対する関心や理解を深めさせ､日本人としての自覚を
持たせることが大切なことである｡さらに､諸外国の文化に対する理解を深めさせ､世界と
のかかわりについて関心を持たせ､国際社会に生きる日本人としての自覚と責任をもたせる
ことが肝要である｡
外国語 (英語)科では､国際化の進展に対応して､国際社会の中で生きていくために必要
な資質を養うという観点から､コミュニケーション能力の育成や国際理解の基礎を培うこと
を重視する必要かある.このために､聞 くこと及び話すことの言語活動の指導を一層充実す
ることが求められている｡
更に､指導に当たっては､生徒の学習段階に応じて指導が適切なものになるように､指導
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内容を重点化 ･明確化することが必要である｡また､多様な指導をすることによって､外国
語の習得に対する生徒の積極的な態度を養い､実践的な外国語の運用能力を身につけさせ､
外国語についての関心と理解を高めることが必要なことである｡
以上のことから､外国語 (英語)不斗では､読むこと及び書 くことの言語活動の指導がおろ
そかにならないようにじゅうぶん配慮しなから､聞くこと及び話すことの言語活動の指導を
充実することが各中学校 ･高等学校に期待されているわけである｡
2.改善する具体的事項は何か
具体的な改善事項については､中学校 と高等学校に別けて､箇条書きにしてみる｡
(中学校)
(ア)｢言語活動｣については､現行の3領域のうち､｢聞くこと､話すこと｣をそれぞれ独
立させて､｢聞くこと｣､｢話すこと｣､｢読むこと｣及び ｢書くこと｣の4領域で構成する｡
(イ)｢聞くこと｣及び ｢話すこと｣の指導を一層充実する｡
(ウ)｢言語材料｣については､生徒の実態に応じて､多様なしかも豊かな活動を行うことが
できるようにその取り扱いの一層の弾力化を図る｡その際､語､文､文型､文法事項などの
学年枠をはずし､多様な表現活動ができるように配慮する｡
回 聞くこと及び話すことの指導にあたっては､特に音声による指導を重視し､ネイティ
7■スピーカーの協力を求めたり教育機器の利用などが一層進められるように配慮する｡
(オ)各学年における授業時数の弾力的な運用については､教科の内容を一層定着させるた
めに､基礎的 ･基本的事項の補充深化を図ったリ､日常の生活に関する会話やヒアリングの
充実など言語活動を深め､豊かなしかも多様な教育活動が展開できるようにする｡
(高等学校)
(ア)生徒の能力 ･適正に応じた指導を充実し､聞くこと及び話すことの言語活動の指導を
一層充実する観点から､｢英語I｣､｢英語I｣､｢オーラル ･コミュニケーションA｣､｢オーラ
ル ･コミュニケーションB｣及び ｢オーラル ･コミニュケーションC｣､｢リー ディング｣及
び ｢ライティング｣の各科目で構成する｡
(イ) ｢英語Ⅰ｣及び ｢英語Ⅰ｣は､開 くこと､話すこと､読むこと及び書くことの言語活動
の指導を総合的に行うようにする｡
(ウ) オーラル ･コミニュケ-ションABCは､聞くこと及び話すことの言語活動の指導を
重点的に行うように内容を構成し､日常生活に関する会話､スピーチ､放送などを聞いて理
解することなどを含めて指導する｡
(i)｢リー ディング｣､｢ライティング｣については､言語活動が一層深められるような内容
を構成する｡
(オ)｢英語Ⅰ｣は､低学年において履修させるようにし､｢英語Ⅰ｣､｢リー ディング｣及び
｢ライティング｣は､｢英語Ⅰ｣を履修した後に､それぞれの生徒の能力､適正に応じて､逮
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択履修できるようにする｡
(カ)その他は､中学校の場合と同じである｡
3.｢話す こ と｣の指導は､ どうあった らよいか｡
ここでは中学校を取 り上げて述べてみたい｡前述したように､現行の学習指導要領では､
｢聞 くこと､話すこと｣がひとつの領域とされている｡新学習指導要領では､｢聞 くこと｣と
｢話すこと｣の言語活動の領域をそれぞれ独立させている｡これは､やはり教育課程改善の
答申の主旨をいかしたものであろう｡
それでは､現行のものと新学習指導要領とを比べてみよう｡
新学習指導要領 現行の学習指導要領
｢話すこと｣の目標 ｢聞くこと､話すこと｣の目標
第 初歩的な英語を用いて､身近で簡単なことについて話すことができるようにすると 初歩的な英語を用いて､簡単な事柄を聞
いたり話したりすることができるようにさ
学 ともに､英語で話すことに親しみ､英語で話すことに対する興味を育てる○
午 せる○
筆 初歩的な英語の文や文章を用いて､自分の考えなどを話すことができるようにする 初歩的な英語を用いて､事柄の概要をと
.ー らえながら聞いたリ話したりすることがで
学 とともに､英喜吾で話すことになれ､英語で話そうとする意欲を育てる○
午 きるようにさせるo
? 初歩的な英語の文章を用いて､自分の考えなどを話すことができるようにするとと 初歩的な英語を用いて､事柄の要点をと
季 もに､英語で話すことに習熟し､英語で話そうとする積極的な態度を育てるo らえながら聞いたリ話したりすることがで
前述のように､話すことの各学年の目標を対比してみると､次のようにまとめることがで
きる｡
現行の学習指導要領では､各学年とも､｢初歩的な英語｣として扱っている｡新学習指導要
領では､第1学年では､｢初歩的な英語｣､第2学年では､｢初歩的な英語の文や文章｣､第3
学年では､｢初歩的な英語の文章｣となっている｡
話す内容であるが､新学習指導要領では､｢身じかで簡単なことについて話すことができる
ようにする｣とあり､第2学年､第3学年では､｢自分の考えなどを話すことができるように
する｣とある｡
英語を用いて話すことの内容は､第1学年では､身じかで簡単なことしか話せないが､第
2学年や第3学年では､自分の考えなどを話すことができるようになるからであろう｡
192 清泉女学院短期大学研究紀要(第8･9合併号)
また何よりも大切なことは､興味を育てることであり､英語になれ､意欲をもたせること
と､更に､習熟させ､積極的な態度を育てることである｡つまり､英語を話すことについて
は､英語を話すことについての興味､意欲､態度が重要なことになるのである｡
4.各学年の､内容の取り扱いをどうしたらよいか
第1学年の､話すことの言語活動の指導事項は､次のようになっている｡
(ア)語句や文をはっきりと正しく言うこと｡
(イ)あいさつ､質問､指示､依頼などに適切に応答すること｡
(ウ)伝えようとすることを簡単な文で話すこと｡
それでは､ア､ィ､クのそれぞれの言語活動として､どのようなことが考えられるであろ
うか｡
(ア)語句や文をはっきりと正しく言うこと｡これは､正しい発音で語句や文をはっきり
言わせるようにするということであろうO第1学年の入門期に､音とつずりの関係を学習さ
せることによって､かなり指導できるが更に次のことに留意して指導する必要がある｡
1.0ralpresentationなどのときに､教師の発音が､正確であること｡また､繰 り返しnew
wordsを発音してみせ､生徒にも言わせるようにする｡
2.chorusで言わせるだけではなくて､個別に生徒に言わせる｡
3.flashcards,実物､絵などのvisualaidsを効果的に使う｡
4.既習の言語材料を用いて､生徒のほとんどが理解できるような易しい英語を話すよう
にする｡
(イ)あいさつ､質問､指示､依頼などに適切に応答すること｡これはまずあいさつから
触れてみよう｡教室では､いわゆる教室英語が使われる｡したがって授業の始まりには､あ
いさつが行われる｡たとえば､
Teacher :GoodMorning,boysandgirls.
Student :GoodMorning,Mr.(Mrs.)～
T :Howareyou?
S :Ⅰ'mfine,thankyou.Andyou?
T :Ⅰ'mfine,too.Thankyou.
もちろん授業の終わりにも､Good-by(e),class.Seeyoulater.Seeyounextweek.
Haveaniceweekend.Solong.など内容を多くしていけばいいわけである｡
質問､指示､依頼､などに適切に応答するということは､言語活動の実際につながること
なのでできるだけ自然なsituationで行われるようにすることが必要である｡
例えば､
Doyoulikeapples? Yes,Ido.
Canyouswim? Yes,Ican.
長江 :｢話すこと｣の言語活動の指導はどうあったらよいか 193
Isheplaylngtheguitar? Yes,heis.
Whattimedoesyourfathercomehome? Hecomeshomeatfive.
Isthisyourpencil? Yes,itis.
Whatisyourname? MynameisHiroshi.
Whattimeisitnow? Itiseight.
Whatseasondoyoulikebest? Ⅰlikewinterbest.
WhatdoesJanehaveinherhand? Shehasadol.
DoyouknowthatboyP Yes,Ido.Iknowhimverywel.
AretheremanyparksinTokyo? Yes,thereare.
Howmanystudentsarethereinyourclass? Therearethirty.
についてであるが､これは教師のdirectionもあるが､多くの場合ClassroomEnglishの中
でかなりこなわれることになる｡したがって実際の生きた場面になる0
Standup. Openyourbooks.
Sitdown. Repeatafterme.
Listentome. Thankyou.
Lookatme. Alright.
Lookatthispicture. 0.K.
そのほか日付や曜日などもあるが､毎日の指導の中で､広く指示､依頼ならびに応答を繰
り返すことが大切なことである｡
(ウ)伝えようとすることを簡単な文で話すこと｡これは､第1学年の入門期の指導がoral
であり､例えばカー ドに絵を書かせて､自分の言葉で相手と話しをさせることなどが､比較
的多くなるので､必要なvisualaidsや雰囲気ずくりをすることが大切である｡
第2学年の話すことの言語活動の指導事項は､次のようになっている｡
(ア)相手の言うことを聞き取って適切に質問したり応答したりすること｡
(イ)聞いたり読んだりしたことについて応答すること｡
これらの指導事項は､第1学年の言語活動の指導にひき続いて行われるものである｡
(ア)相手の言うことを聞き取って適切に質問したり応答したりすること｡この活動は､
第1学年の話すことの言語活動の (イ)あいさつ､質問､指示､依頼などに適切に応答す
ること｡の活動を発展させたものである｡
たとえば､AustraliaisoneofthemostimportantcountriesforJapan.Australiabuys
alotofthingsfromJapan,andJapanbuysmeat,wool,minerals,andsoonfrom
Australia.
この文を聞き取って､更にWhatdoesJapanbuyfromAustralia?と質問された場合､的
確に聞かれた内容に答えなければならない｡
またこれは､(ウ)伝えようとすることを簡単な文ではなすこと｡の活動とも､かかわりが
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あり､絵などのvisualaidsを用いて､積極的に話せるようにすることが大切である｡
(イ)聞いたり読んだりしたことについて問答すること｡これは､たとえば次のような文
を読んで問答することが考えられる｡
MartinLutherKing,Jr.wastheleaderoftheBlackpeopleintheUnitedStatesof
America.Healwayssaid,"Almenareequal"
SomethinghappenedinDecember1955.Ablackwomangotonabusandtookaseat
inthefront.
"Don'tsitthere!"shoutedthebusdriver.InthosedaysBlackpeoplecouldonlyridein
thebackofabus.
このような文章の内容理解のチェックには､TorFTest,QandA,内容にあった文や文
章の選択､主題選択､内容にあった文章の書き換えなどさまざまな方法がある｡また､short
talkなどを取り入れて､pairworkやgroupworkなどの活動をすることも効果的なことで
ある｡
第3学年の話すことの言語活動の指導事項は､次のようになっている｡
(ア)話そうとすることを整理して､大事なことを落とさないように話すこと｡これは､
話そうとすることを落とさないようにということと､大事なことを落とさないようにという
2つの要素が含まれている｡
話そうとする事柄を整理するとは､どんなことであろうか｡つまり､自分の言いたいこと
を要領よく伝える必要があり､前もって自分の話すことを整理して話すことが必要である｡
大事なことを落とさないように話すことは､何を相手に伝えたいのか､話のポイントをはっ
きり要領よく話すことである｡
第 3学年になると言語材料が豊富になり､話す言語活動も多様化することができる｡しか
し､一万3学年になると､sentenceも長くなることから､文章が複雑になってくる｡そのた
め､運用面が不十分になりがちである｡したがって､1･2年で培ってきた話すことの言語
活動を更に発展させることが必要である｡
そのためには､shorttalkをさせるとか､impromptuなtalkなどいわゆるselトexpres-
sionなどをさせることが効果的である｡
5.話すことの言語活動の指導計画をどのように立てたらよいか
英語の授業では､とかくcommunicationpracticeがおろそかになりがちである｡そこで､
絶えずfunctionalかつnotionalなアプローチが必要である｡つまり機能や表現すべき概念を
意識に上らせることが大切である｡
たとえば､話す目的､文脈､場面､話題などを設定して､臨場感を与えて､実感を持って
参加するようにさせることである｡それには､教師自身が､entertainerでなければならな
い｡あるときは､生徒に暗示を与え､登場人物になり切らせ､更に感情移入させ､パホ-マ
ンスさせることが大切なことである｡こう述べてくると､教師は､豊かなimaginationと
eloquenceが求められるわけである｡
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話すことの言語活動は､教師の指導よろしさを得れば､生徒に学習意欲を持たせ､更に成
就感を体験させることによって､話すことに対する興味や関心を高めることができる｡
例えば
T :WherewastheparcelthrownP
Ll :Ontotheroad(teachershakesheadト hーeparcelwasthrownontheroad.
T :Good.(ToL2)Whatwasthrownontotheroad?
L2 :(hestitating,assumingthattheteachercouldnotbeaskingforinformationthat
hadjustbeengiven)
T :(helpfuly)Theparcelwasthrownontotheroad.
(DevelopingCommunicationSkilsより)
PatPattison氏は､この文例を上げて､とかくこのようなoralpracticeが行われるが､こ
れでは､生徒がasandforcommunicationとしてtheForeignLanguageを学習している
と感じなくなるのではないかと言っている｡更にこのようなや り方であると､外国語学習に
おいて､drop-outする生徒を多くするのではないかと指摘している｡
つまり､性格にもよるが､口がうまく回らない生徒にも､気楽にしかも一言でも英語が言
えるように気配りすることが必要である｡したがって､教材内容を十分吟味して生徒と楽し
いinteractionができるようにすることである｡
それでは､どんなことが可能であろうか｡やはりPettison氏は､次のようにいっている｡
Oralexercisesaresometimesdivededintotwobroadgroups.Thefirstcontainsdrills,
substititiontables,structure-baseddialoguesforrepetition,etc.Thesemaybe
variouslydescridedasrehearsal,controled,medium-oriented,pseudo-orpre-com-
municativepracticebascdpractice.Thesecondgroupincludesexerciseswithfunctional
language,role-play,practicebasedonsituationsorthemes,languagegames,free
conversationsanddiscussions,etc.
そこでspeakingの具体的な言語活動をあげてみよう｡
(1)Questionsandanswers
これはcorrectsentenceをproductionさせることを配慮するが､生徒の答が不正確でも
誤りを問わないことにする必要がある｡
(2)Role-plays
これはtextのdialogueなどを利用して､キューを与えて､一定の構文を用いて表現させ
る｡pairworkやgroupworkなどが効果的である｡
(3)Gameによる活動
これはBINGO,Happyfamilyなどのゲームやinformationgapを埋めるインタビュ
ー､言語材料の定着を図るsplitdialogues更にcontroledconversation,guidedorfree
conversationにまで広げると効果的である｡
(4)paraphrasing
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これは既習の言語材料を用いて､末習の言語材料を表現してみるという活動である｡
(6)gesture
これはジェスチャを通してcommunicationをさせることである｡
(7)discussions
これはcontentofcommunication,reasonforcommunication,resultofcom-
municationなどが課題になるわけで､教師の力量が問われることになる｡
終わ りに
これまで､｢話すこと｣の言語活動はどうあったらよいかということについて述べてきた
が､話すことのcommunication能力を高めるには､｢聞 くこと｣､｢読むこと｣､｢書 くこと｣
の言語活動があいまって､効果が上がるものである｡
つまり､communicationは､speakingやhearingなどだけで､行われるのではない｡し
たがって､リスニングで､受容的な面と伝達内容の把握という二面から､生徒たちに学ばせ
ることが大切である｡しかし授業の中で､リスニング･コンプリ-ンションを育成すること
は､なかなか大変なことも知っておく必要があろう｡
｢読むこと｣では､単に､読み物を作者からの提供されたものとして､passiveに受け止め
るのではなくて､むしろ､読み手側が､予測を立てて､しかも読み方が正しかったかどうか
吟味できるぐらいであることが望ましい｡
｢書くこと｣では､書き手が､自分の考えや意図することを文に表現した場合､これが読
み手に十分理解できるかどうかということである｡そうなってくると､単に文や文型を写さ
せ た り､書 き換 えさせ るのでは､不十分 になって くる｡controledない しはguided
compositionからfreecompositionの基礎力までつけることが必要であろう｡
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